










 

研究目的 

 近年新生児未熟児医療の進歩は目ざましく,すでに前年度以前の厚生省心身

障害研究班報告の一部 1)2)に記したように,また今回の報告の本篇の次に研究

協力者がそれぞれ記すように,低出生体重児,特に極小未熟児の,あるいは特発

性呼吸窮迫症候群などの死亡率が著しく低下したのみならず後障害としての心

身障害の発生率も著明に低下していることは,新生児集中強化治療の効果の現

れとして喜ばしいことである。 


